
FX10 スーパーコンピュータシステム「トライアルユース」のお知らせ 
 

研究支援係 
システム運用係 

 
 東京大学情報基盤センター (以降、センター) では、民間企業利用者に対して、FX10 スーパーコンピュータシステ

ムを無償で試用できる「無償トライアルユース」、民間企業・大学・公共機関等の利用者が、安価で試用できる「有償ト

ライアルユース」サービスを 2012 年度より開始します。以下に、「トライアルユース」の概要並びに提供資源につい

てお知らせいたします。詳細は本センター Web ページ iをご覧ください。 
 
 
1. 概要 
 センターでは、2005 年度より社会貢献の一環として、文部科学省の委託事業・補助金事業の支援を受け、大学で開

発された応用ソフトウェアとスーパーコンピュータの民間企業への資源提供を実施してきました。その制度の終了に合

わせ、2011 年度より有償トライアルユース制度を開始いたしましたが、2012 年度より新たなトライアルユース制度を 
FX10 スーパーコンピュータシステムにて開始いたします。 
 
 FX10 スーパーコンピュータシステムで行うトライアルユース制度には、以下の 2 つの利用方法があります。 

  (1) 企業利用に限定した無償トライアルユース 
  (2) 安価で試用することができる有償トライアルユース 

 「有償トライアルユース」は、対象を民間企業に特定せず大学・研究機関の方もご利用いただけます。トライアルユ

ースでは、スーパーコンピュータを試用することにより、利用の見通しをつけていただき、通常利用への移行も可能で

す。通常利用へ移行することで、さらなる計算機利用へ進むことが望まれます (ご利用のイメージは図 1 をご覧くださ

い)。 
 
 
2. 提供資源 
 申込コースにより、以下の通り FX10 スーパーコンピュータシステムの資源を提供します。また、トークンについ

ては、以下の制限があります。 
・トークンを追加購入することはできません。 
・無償トライアルユースから有償トライアルユース、有償トライアルユースから通常利用への移行する際に、残りト

ークンを引き継ぐことはできません 
 
 2-1. 無償トライアルユース 

・グループコース (25,920 ノード時間、12 ノード以上は消費係数 2.00) 
・最大 3 ヵ月の利用が可能 
・民間企業 

  
 2-2. 有償トライアルユース 

・パーソナルコース 1 (6,480 ノード時間、最大 24 ノードまで実行可能、12 ノード以上は消費係数 2.00) 
・パーソナルコース 2 (12,960 ノード時間、最大 96 ノードまで実行可能、12 ノード以上は消費係数 2.00) 
・グループコース (77,760 ノード時間、12 ノード以上は消費係数 2.00)  
・パーソナルコース (1・2) は、最大 3 ヵ月間、グループコースでは、最大 9 ヵ月間の利用が可能です。 

 
 
3. 利用案内 

・パーソナルコース、グループコースとも、複数回の申込みはできません。 
・企業に所属する方は、同一企業内の 1 部署あたり 1 回のみ、グループコースに利用申込可能とします。 
・トライアルユース期間終了後、1 ヵ月以内に、利用成果報告書を提出していただきます。 
・トライアルユース期間終了後に、通常利用への移行が可能です。 
・外国人の方が利用を希望される場合は、関連法などに抵触しないことを確認の上、申込みを行ってください。 

 
  



4. 利用資格 
 申込者、研究グループのメンバーはセンターの利用有資格者 (国内の大学、公共機関、企業に所属する学生、研究者) 
であること。ただし、企業に所属する方については以下の条件がありますので、あらかじめご了承ください。 

・グループコースに申込む場合は、「スーパーコンピューター企業利用」と同等の利用審査を受ける必要があります。 
・パーソナルコースに申込む場合は、センターが実施する試用アカウント配布型講習会（お試しアカウント付き並列

プログラミング講習会）を事前に受講していただき、受講後、「試用アカウント配布型講習会受講証明書」に署名

していただく必要があります。 
 
 
5. 利用申込 
 スーパーコンピューターシステム利用規程等をよくお読みになり、申込書に必要事項をご記入の上、情報基盤センタ

ー研究支援係へご提出ください。提出先は、「申込・問い合わせ先」をご覧ください。なお、申込書類は本センター Web 
ページより入手の上、両面印刷してご使用ください。 
 
 
6. トライアルユースから通常利用への移行について 
 トライアルユース期間終了後に通常利用へ移行を希望される場合は、期間終了の 14 日前までに移行手続きを行って

ください。通常利用へ移行後も、トライアルユース利用時と同じ環境で引き続きご利用できます。本制度にて発行され

た利用者番号及びファイルはそのまま引き継がれます。ただし、トークンは引き継がれませんのでご注意ください。 
 また、企業所属の方は、科学研究費補助金による利用を除き、トライアルユースのパーソナルコースから、通常利用

のパーソナルコースへ移行できませんのでご注意ください。 
 
 
7. 申込・問い合わせ先 
 ご不明な点などがありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。 
 

〒 113-8658 
東京都文京区弥生 2-11-16 
東京大学情報基盤センター 研究支援係 

 
利用申込み窓口 (E-Mail)  : koubo@cc.u-tokyo.ac.jp 
問い合わせ窓口 (E-Mail)  : uketsuke@cc.u-tokyo.ac.jp 

 
 
8. ご利用のイメージ 

 
図1. トライアルユース制度のご利用イメージ    

                                                   
i トライアルユース http://www.cc.u-tokyo.ac.jp/service/trial/fx10.html 


